
東北タイにおける家畜飼養形態

と作付け体系

1. はじめに

本稿は， 1981年と 198Jij:.の前年にわたって

行なわれたタイ東北郊の村ードンデーン村

(D D村）ーの調査に基づくものである。本

誤主主iま京都大学東南アジア研究センターの石

井米雄教授を代表として行われた。なおこの

調査は，放水野浩一氏が1964.iJミから1966i手ま

で行なったものを引きつぎ， 20.if三rtllの対比を

含めて，＊北タイの変化を社会学，経済学，

疫学の諸分野などから追求しようとしてい

矢野秀雄
（京都大学J:i学fif,JJ)J教授）

る。

D Dゃれま京北タイの中心、都市， コンケンの

南約20kmに位註する緩めてありふれた村の 1

つである。 1983.fj:.現在で，人口は907人， i!!:{jf

数は183i出ifであり，その7.3%が決議に従事し

ている。

2.伺故東北タイに水牛，牛が多いカ、？

東南アジアの主な間々の中では（差是 1），タ

イには水.tjニ，牛の顕数が多く者三，山学が少な

表 1 m南アジア各国の~nu毒薬草去数
（万頭）

* 4ニ tド 2手 山 主手 月ま
タ イ 61 5 450 2 3 370 

インドネシア 251 64 4 420 7 99 330 

フ イ ピ ン 280 195 3 1 6 0 780 

ーマ レー シ ア 56 30 7 39 179 

B 本 4 4 9 2 1 2 1,004 
F AO production year book,1982 

表 2 人口に対する＊苦iiiUi数
（頭数／人口 X100) 

水 tド tド 隊

タ 1 1 2. 6 9. 3 7. 6 

インドネシア i. 6 4. 2 2. 2 
フ イ リ ピ ン 5. 5 3. 8 15. 4 
匂，，. レ シア 3. 8 2. 0 1 2. 1 
B 本 3. 8 8. 5 
FAO production year book,1982 

)(1降；定材、誉？私初
v{2. o-No・j ( /ffb). 
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い点が特徴となっている。このことは滋史的誓

文化的背:l;l；と結びついているのであろう。人

口100人当たりの水牛， tドの頭数（表 2）でIi,

タイがこれらの閣の中では殺も多しこの国

の多さが一層切らかになる。

特に人口当たりに対する水牛顕数は世界的

に見ても，ネ〉マール，パキスタンと並んてつ在

も多い閣の 1つであるが，ネパール，パキス

タンにおける水牛は主に乳用包的のリバー水

牛（riverbuffalo）であるのに対して，タイ

では殆んどすべてが労役，肉生産自的のス

ウアンプ水牛（swampbuffalo）である。人

口1人当たりに対する労役目的のスウアンプ

水牛の数では，タイは多分世界て吸も多い国

になるであろう。

水牛， tド. nまの飼育頭数について東北タイ

がタイ会固め中に占める割合を示すと表3の

ようになる。

来北タイでは水牛が426万頭間予まされてお

り，タイ全闘の66%もの多くを占めている。

また，牛の飼育頭数も来北タイ i立中央，南部，

北部に比較すると最も多〈，タイ会留の26%

がこの地域で伺われており，東北タイ i立東南

アジア地域の中でも，水牛や牛などの大型草

食家畜が最も~んに飼育されている地域と言

える。

それでは東北タイで何故このように多くの

水牛や牛が筒育されているのか，その理由に

ついて考えてみると，いくつかのことがあげ

られる。まず，水牛の飼養目的の主たる lつ

は労役であるが，東北タイの水凶作イ寸け函績

はタイ全土の47.4%を占めており，この水図

表3 東北タイにお1:1る家畜飼養頭数の割合

タイ会包 ｜ 東北タイ

水牛

tド

豚

624万頭

4 58 

402 

66% 

27 

26 

Agricultural s ta ti sties of Thailand, crop year 
1982/83 

の耕作のために多数の水牛が必袈となる。し

かし省東北グイの水4二回数割合（66%）はこ

の地方の水凶作付け面般の割合（47.4%）よ

りもさらに多くなっており， ,flJ.l.の理ll.出を考え

なければならない

東北タイには，水牛，牛，ある所では馬の

採食に必要な餌料，すなわち野草が他の地域

に比較して豊富にあるのであろう。コーラー

ト高原に位設する東北タイ iま，丘陵地が多〈，

主lニキャッサパ， トウモロコシが綴えられて

いるが，まだ放牧，採主主の場所が比較的多〈

残っている。この丘綾地の作物種は，第 2次

世界大戦時に綿，戦後にケナフ，その後に

キャッサパ， トウモロコシと変ってきている

が．第2次世界大戦以前は，水牛，牛の放牧

地であり，ここで成育した家畜は，中央平/j'f.、

に群をなして連ばれていったと開いている。

東北タイの年間 1人当たりの生産額

(GRP）はタイ全冨平均の%以下しかなくヘ

タイの農業統計に記殺されている農業部門か

らの現金収入においても東北タイは中央平原

の足以下でありへ北部，南部よりもさらに少

ない額になっている。このように東北タイは，

他の地域と比較すると農業生産も活発でな

く，貧しい社会，経済的背景がこの地域の畜

産の重姿性を一層増強しているのであろう。

また，この地方の人々にとって最も霊安な農

業は稲作であるが，水田の殆んどはi慈統設備

のない天水田であり， しかも爵最iま王手によっ

て大きな変動がある。したがって農民は，凶

作の危倹性といつも共存している状態であ

り，このような天災時に農民を救うのはすぐ

現金に換えられ，しかも比較的まとまった額

になる家畜の売却である。このように非常に

不安定な稲作も，家畜を保持する必要性を増

すことになる。 DD村の社会学班の調査にお

いても，まとまったお金がある時．何を最優

先iこ買うかという問いに対して，村人は家畜

の続入と答えている。

タイ特に東北タイでは水牛，牛の飼育頭数
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が多いが，これはこの地域の自然環境，社会

環境と密接に結びついており，これらの家畜

は様々な点でj；ミ民の生活を支えている。

3. ドンデーン村（ DD村）における家

畜鈎装の概況

家夜間義についての調査は1983年 9月中匂

から11月中旬まで，項目別に会戸調査と43戸

のサンプル民家説交（水牛飼育民家42戸，牛

飼育良家18戸， J.!l，鈎ri!1!1:家11戸， Eま伺育j民家

10戸）に分けて行なった。

家ill~司袈頭数はまH に示しているように水

牛は68.6%のi!t{!fで飼脊されており，会頭数

は342~.fiである。村人 1 人当たりに換算する

と， 0.38践となり， 3人に 1Uil以上のi',~J合で

飼育されていることになる。牛， .u;,mま水

牛と比較すると少なし全戸数に対するおj合

てすま10.5, 5.8, 5.8%，頭数では48, 19, 26 

ii.ftである。

その内分けは表 5に示しているように，水

t；二の子ffiですま約出tのii.ft数が変わらないのに対

して，成Iぎになるとi樹立殺の2倍になってい

る。

この理由はii殺牛として総が好まれている

のではなく，サンプル良家調査によって示さ

れているように（表 8), D D村の水牛将官の

忍的が守二Iiiを生ませる方向に向いていること

渓 4 ＊蕊数と雪之iYi飼育t立務数（全戸鈎至宝 172戸）

g戸icffi飼育数 全戸数iζ対
家 iri数する割合｛匁

* l:j二 l 18 6 8. 6 342 

t争 l 8 1 0. 5 48 

．馬 l 0 5. 8 1 9 

豚 l 0 5. 8 26 

表 5 ＊牛，牛の~iYi，幼?j5llj の主主，主主査員数（全戸総笈）

成 ft ヲこ 子5

認t E主 捻 主主
n 

水 牛 I10 14 9 59 64 342 

tド 。33 l 4 48 

-55-

王室5 1 t立寄gきたりの家盗塁主

与T、 f古 数 1世帯当たり
l 2 3 4 5 6 7 8 12 .iμ.均頭数

世 者？ 数
水 l:jニ 23 18 29 22 4 9 3 I 0 2. 9 0 

tド 5 8 I 3 0 0 0 0 l 2. 6 7 

，馬 36 1000 000  1. 9 0 

I!): 2 3 J 3 0 I O O 0 2. 60 

によると考えられる。

牛では成渚．子illともおuま慰めて少なし

特に成illてすま－jjJjも的われていない。このやI
ではよ；二は11:::,tJ円二としては会〈使用されておら

ず，又i5:くに人工長・Mセンターがあるので繁

殖mにも雄iま必妥がなくなっているのであろ

う。子牛のf話会も雄子!j二の数はわずか l玖と

少ないが，雄子止やは王手O'Eられてしまうから

であろう。

1 i.設｛！＼＇当たりの家百数を見ると（表 6），す

べての家畜で 1～ 4jjJjの範閉が最も多〈，平

均では水牛2.90頭，牛2.67頭，馬1.90玖，豚

2.60頭となり，すべての奇麗において，小支え

f莫なili"ifilでるあると震える。

水牛. 1.ドi立事故あるいはお波前後の家畜を

除いて，すべて紡（ 6: 00～ 9: 00 a.m.），水

回や畑の近くの野Z草地，ある場合には集落の

近くの野五.r.l也に巡れて行き，夕方（ 5: 

00～7: 00 p.m.）まで，そこで10～ 15mのロー

プで小枝などにつなぐけい牧方式によって飼

われている。 rn翼手のIll]( 5～ 10月）の裁の生

育の良い時はけい牧ずる場完！？を毎B変えれ

ば，余分な認を総給しなくても良いが， 9～ 10

月夜になると，池の回りなどの水辺を除いて

蕊の成育は極端に怒くなるので，唆l1!'f，焔，

来倒的などの下1i[を刈りとって，けい牧して

いるji/j-で野主主を補給している。乾季（11～ 4

月）の稲メI]り後｛ま郎知！の中でけい牧をしてお

り，家？Jはその下誌を扱食しているが，すべ

ての稲が刈り取られた後｛主主下飼をして留のや

で放牧している景観が見られる。

夜には牛舎につながれているが，大部分の



牛舎はiUi床住踏の床下部分にあり管 ζ こで集

落の近くの駐留1，又は野車地から採1/iした野

草，稲刈り後lま稲わらなどが与えられている。

＊牛と牛iま1,pJ，，型J-1{［と稲わらのみで的

育されており，乾季になって野慈の多くが枯

れてしまった時には，これらの家事の給与飼

料はおわらのみに頼ることになり，家畜栄養

の観点に立てば，主主主主分の不足やアンバラン

スが起きることは容易に考えられる。

.＼！；＇立水牛や牛と類似の形態、で飼育されてい

るが，馬i立正当｛阪で，神経質な家畜であるので

水牛や牛より注意深〈，大事に鰐育されてい

る。M2～3時間は野草地でけい牧されるが，

若くなると潟小合に辿れて知られ，又夕方に

草地に出される場合が多い。 n；を巡れていく

草地は悩人。所有の来総図などが多〈．野慈の

m:. 1'lともに水牛，牛に与えるものにより，

明らかにすぐれており，また馬にはr~米や米

ヌカなど購入飼料を別に与えている。

豚i立高床住居の床下部分又は敷地内ではあ

るが，人Jlllの住居とは少し離れた場所の聞い

のやで飼7さされている。 DD村の豚飼育｛主体

重30kg前後の子豚を 1農家当たり 2～ 6百n鴻
入し， 3～ιヶ月飼育して90～100kgまでJ］巴育

した後，販売する小規模な犯官接豚形式て・あ

り，向料は購入配合飼料，米ヌカ，野菜くず

などが主なものであるが，村内の精米業者が

Ill飼育を兼ねている場合が多く， fv;i米なども

多〈与えているようである。

4. D D村の土地利用と作付け期間

国 1•＞に示されているように集落の前に大

きな池（NongKae）：があるが，この池から用

水をとって水田に港紙をしているということ

はないようである。この池は水深が非常に浅

く，雨季には水が堤防すれすれまで＼ー袴的

には，あふれるほど増水するが，乾季には水

辺がi也の中央の方に移動して，堤幼から水辺

までは良い草地になる。このような場所は土

地も肥沃でみあり，乾季でも翠の生育に必姿な

-.%-

水分が三二の中には十分あるので村の中では食

霊な年中枯れることのない草地になってい

る。村人が池をつくった目的の 1つは家畜へ

の草の供給源を確保することであろう。他の

目的は村人の食料となる淡水魚を取ることに

あると思われる。

集落の背後には3英国があり，来｛封図，キャツ

サパ畑，陸稲士illと絞いている。さらに来にい

くと小JII(Huay San）が流れて必り，そのi湾

岸にはとうがらしなどの菜園，バナナ. "7ン

ブーなどの果樹があるが，ここは前述の池と

同様に年中水にJilまれた良い主主地であり，家

＊の姿が多〈見られる所であるe 村の時nmと

小川沿いを除いては大部分が水回でわるがそ

の問iをタンクァイと呼ばれる小径が集落から

四方にill＇びている。水ベニや 4ニlま稲作Wl問中に

はこのタンクァイをi遭って，けい牧地にj]liれ

ていかれるがこの小径沿いにも野草地が所々

にある。タンクァイは雨期のrJH主主る所に水

たまりがあり，場所によっては数十メートル

も水ぴたしになるが，この水の中に家畜の焚

がおびただしい程の琵てe入っている。乾期に

は微柱子の土ぼこりが，水牛， tドの3をと混じっ

て$.."F-い上ることになる。

~落の南東には虫干ャッサパなどの焔が述

なっているが，そのFおに村の共同放牧地があ

る。水牛， 4二がけい牧されているが多くの頭

数を阿袈できる程ではない。畑地は作物を作

らない時l立家苔用の草地として使用してい

る。

D D村のj｝ト極Cl＊の主なものは稲作である

が，そのほとんどの用水を天水に頼っている

天水留であり，しかも年降水量が1000～ 1400

血固と稲作にとっては限界的な間最である。さ

らに雨髭は年により変動が緩めて大きく，米

の収量の非常に不安定な稲作て・あると言え

る。

作付け時j苦JIま6月ごろに苗代を準備して，

7月以降，雨が十分降った後，耕起，代掻き，

図植えが向待に行なわれる。 lJt起i立水牛に'1:{l.
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を引かせて行なうが，低水凶から潟水辺へと

)11/i次進んでいく。年によってある経j立の変動

はあるが7月上旬から始まる凶植えは 8月上

旬に成WJとなり， 9月上旬に完7し， i奴穫は

10月下旬から始まるが12月下匂から 1月に完

了す~到。

畑作はまそャッサノ＂， I詮稲が主なもので，そ

の｛也とうもろこし，ケナフ，さとうきびな

どがある。キャッサパの植付けは稲刈後から

間三和jijに行なわれて収税は稲刈 t)jjij後が多

く， :l:Ulの耕起にも水牛の労カはイ変われている。

キャッサパはヨーロッパ諸国（EC）へ豚沼

鈎料として総出されるが，タイ東北部の水牛，

Zドへの飼料としては会て月れ、られておらず，

Eまの配合飼料の中にも，十分調べた結果では

ないが，あまり入っていないようである。イ

ンドネシアなどで家畜朋飼料として使われて

いるキャッサパの紫も会〈与えておらず，逆

に，足民の！日iでは水牛， tゃなどがキャッサパの

業を盗食して死ぬことがあるので，畑の中に

入れないように気を使っている。

D D村の水僚と郊の全面秘iま2262ラィ・と

430ライであり，これを219頭の成水牛数て・＼！；~J

ると水図が10.3ライ，知が2.0ライになる。 7.t,
4二l頭当たりの耕作面積については， 1日7

時間i働いて， 3ヶ月間で22raiの水田を耕起

できるというタイの研究報告があるへまた別

の研究者は＊ゴじタイてすミ態調査を行なった対

＊叱稲作WJlllJ中1頭の水牛は10.6～15.0ライ

の水田を耕していると報告している。これら

のことからDD村の水牛はこの村が所有して

いる留畑を耕作するには十分な頭数がいると

考えられる。

現在の東北タイではまだ回先日の耕起には水

牛の労力は必~不可欠であるが，タイ中央平

原ではすでに多くの耕運機が導入されてお

り，東北タイの一部でも入り始めている。斡

留や台湾では耕述機がJlUJドiエにとって答わろ

うとしているし， 日本では／足tJM二あるいはj込

• 1ライ口0.16ヘクタール

ゑjトi誌の姿を｝よることはできなくなっている。

しかしながらインドネシアやフィリピンの

品々では牛，水L/二がj；ミ民の生活と'i'I%＇｝しなが

ら，現在でも’営々 とl主主！？に従事している。水

牛の大生産地慌である東北タイで，この先，

農耕家畜としての水牛がどのようになってい

くかはこの地方の淡業や良民の生活と深くか

かわって進んでいくであろう。

D D村の.tit程農業を調べた研究によるとへ

野菜作に対する肥料の投入は以前から行われ

ていたが，水間への肥料給与は極めて最近，

始まった所である。この肥料の中に厩肥が含

まれており，家畜の偶育i立鹿児供給の点から

も今後，重姿性を増していくかもしれない。

現時点までの水牛や牛の飼育方法は~VJ，野草

地や稲刈り後の水田にjfilれて行き，夕方牛舎

に迎れて苅る飼育方法をとっているので，人

の住む家麗の lF皆にある牛舎の殆んどは3をも

たまっておらず，乾燥していてきれいである

が，水牛， Zドに対する月巴干ぎなどの鈎養技術が

導入されて，これらの家畜が1日中牛舎の中

て’錦われたり，さらに飼育する家inm数がふ

えることになれば，庇月巴生産lま念、i主lこ増加す

ると考えられる。

5.家畜飼養技術：子宮生産率と死亡率

水4エの交配は主に稲刈り後．邸焔に放牧さ

れた時，自由に行われているので正確に子水

牛の父親を判明することはかなり図書症なよう

である。水牛の育種改良の観点から見れば，

このような方法では良い.I!n.統の伝送，拡大は

表7 子ii生産$と死亡率

水 牛 牛 .W, 

成駐在t'i（年x数〉 264 98 69 

新生子畜 数 88 39 43 

死 亡 子高数 11 。
子畜生度第% 33.3 37.5 62.3 

子i'fr死亡率 12.5 2. 6 。
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むづかしく，望ましいものではない。東南ア

ジア各留は家tJの育綬改良lこ対して良い成来

を得ていない。これは雌雄の交配が科学的，

組総的になされていなしこの点に関しての

投資や組織がなかったことによっている。し

かし最近タイの牛lこも導入されている人工授

精の技術は限られた頭数の俊秀な槌雄牛を使

用するので家畜の脊種改良には有効な手段と

なる。水4ニに対しでも人工授精の試みはなさ

れているが技術的に十分克服されていなし

その普及にはまだ時間が必姿なようである。

牛の繁殖はDD村に雄牛が存在していないこ

とでも明らかなように，すべて人工授精に

よっている。

D D村の馬i立主主争潟であるために稔雄鳥の

選定は重姿であるが，この村には滋雄馬は飼

主主されておらず，他村の種雄鳥との交記を行

なっている。

サンプル農家について調べた水牛， tド，尽

の子高生産率と子育死亡率｛立表7に示してい

る。

水牛．牛，.%の子百f生産It・・3はそれぞれ33.3.

37.5. 62.3%であり，馬以外は良い成総とは

言えない。水牛. 4二とも母音i立大体3王手iこ1

mlの率で予言5を生産する状態であり，家畜生

産技術の中では改良されなければならない最

重姿課題の lつである。母Iむの栄誕状態の不

良，疾子市の予防，治療対策の欠除等が考えら

れるが，水牛， Zドの低い繁殖It主はいくつかの

袈図が重なった複合的なものであろう。

尽のlfrB'i浪率は－＊牛，牛と比絞すると良い成

絞になっているが，これは.＼号Iこ対する偶発管

理が他の家'it＇に対するより行き届いているた

めであろう。

子音の死亡1{!1立，水LIニでは88JT.iiの生産子夜

中lliffi死亡で12.5%，斗ニでは39玖911頭死亡

て＇2.6%. Il!,Iま43百Jiの子.l.!;O)中て・死亡例はな

い。ここにもおに対する1:!I:民の配慮が伺われ

るが， 12.5%の子水牛の死亡率li~lk援獅の来
ない村としては良い成絞めように忠われる。

家主日立民民にとって大事な財産でゐり，~号い

ガj畜や約4二への注意を十分払っている結来で

あろっ。

6. 家畜錦護と農家経済

7}（！ドは，~耕ヰユとして重袈なばかりでなく j民

家世干irへの現金収入源としての役割りも大き

いものがある。表 81ま42戸のサンフツレ農家の

水牛伺交互fi数の変化を示している。

D D村てすま年を追うに従って－＊4ニの総額数

i立均加しているが，絞子， .ill凶t5JJJに見れば，

成雄Jt,LIエの頭数は減少の傾向であるのに対し

て成剣ほえ牛と予Jt(LIこはゑ1しく増加している。

これはDD村の水牛飼育では子水牛生産，す

なわち水牛繁員立のための水牛飼慈の特徴が強

くなっていることを示していると考えられ

る。表 91まサンプル民家による 7.1'.f:-l~Jの牛飼

育頭数の変化を示している。

水牛と』もなり，ヰニの顕数では一定の傾向i立

見られないが， 1977. 1978.if:-と1982, 19831手

を比絞してみると良家がti奇悲している牛の総

頭数， 1戸当たりの飼養E員数i丸近年になる

表 8 ＊牛飼育E童数の変化（サンプル笈家 42戸）

年 1977 1978 1979 ]980 l 9 81 1982 1983 

成 !tt * 牛 36 35 37 29 28 21 26 

成 量主 水 tド 26 32 35 42 44 58 61 

新生子＊ tド 8 7 1 0 1 7 18 28 

dεbコ、 3十議 94 1 04 109 ]05 l J 0 124 144 

l戸当たり E員数 2. 24 2. 48 2. 60 2. 50 2. 60 2. 95 3. 43 

諜 .'.:f-7}(4二を含む
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ミ更g 4-録音E草案立の変化（サンプル重警察 iS戸）

1977 !978 

成 封t tド 2 。
成 t泣 牛 23 15 

新 主主 子 牛 5 

f-コ n滋 30 25 

1戸当たり牛 E員数 1. 67 1. 3 9 

潔子牛を含む

~10 水牛，牛の総！lt)llJの販売，購入頭数とその｛蕊絡

主桂 量豊

水牛

飯先頭数 58 23 

平均価格〈パーツ〉 5. 0 7 9 3, 526 

日詩人頭数 26 24 

平均価絡｛パーツ） 5. 8 4 6 4. 4 44 

牛

販売E員数 I 2 47 

平均価絡〈パーツ〉 3,791 4,277 

綿入額数 26 

平均偲r＆＜パーツ） 一 4,558 

程多くなる傾向である。牛iまDD村では労役

には金〈使用されておらず，牛飼育の犯いl主
主として子牛生産にあると思われる。雄牛は．

1977年iこ2額制官されていたのみで，その後

は 1顕も見られない。

水牛と4ニの均出t別の売買とその価格を示す

と表10のようになる。雌雄の水止やを合わせる

と，サンプル農家における 7年間の販売頭数

は購入頭数より多くなり，特に雄＊牛の販売

数は購入数の 2倍以上になっている。牛の場

合はその傾向がさらに切らかであり， 26践の

購入数に対して59頭の販売数である。この総

来も DD村における水牛，牛飼育は子Ill生産

すなわち繁殖経営・に重点が移っていることを

示している。水ljニのiitは雌より平均奴売価格

が約1.3～1.4倍店主くなっているが，これは民

主！t家畜としての11耐filiが， litは雌より大きいこ

1979 1980 I 9 HI I !Ill~ I HH :1 。 。 。 。 。
21 20 21 21 23 

g 7 4 11 3 

42 38 32 36 37 

2. 33 2. 11 1. 78 2. 00 2. 06 

とを示しているのかもしれない。

サンプル農家による水牛と牛の販売，購入

頭数の変化は表11に示している。 1979, 1980 

年は他の年より水牛，ヰ二とも売買E員数が多く

なっているが， 1979年に大洪水がDD村とそ

の近郊の村々を襲っており，被害を受けた農

家が金銭を必要として家畜を手放した結果売

買の回数が増したのであろう。水牛や牛の飼

育呂的の 1つは緊急時に家苔を売り払い，そ

の代金で困難を乗り切ることだと言われてい

るが，表11のデータもそれを袈づけている。

水牛を師養していたサンプル農家を平均す

ると li!!:1ffさきたり3.6年に l:ffi販売し 5.3-4:-

に l頭蹄入したことになる。その平均販売価
絡iま4,589パーツペ平均購入価絡は5,383パー

ツになり， 1 i!!・f野， 1王手当たり換算すると，

水牛の総入に1,022パーツ支払い，販売によっ

て1.514パーツ得たことになる。販売による収

入から購入時の支払いを差し引くと約500

パーツであるが，これがl戸の水牛飼養農家

の王手王子均の収入になる。

41ま1戸のサンプル農家当たり， 2年に 1
頭の都合で販売され， 4.3年lこ1頭の率で購入

されたことになる。平均販売価格は4.020ノ〈ー

ツ，平均勝入価格は4,473パーツで， 1 世帯，

1~きちたりで換算すると．牛の販売で2,372
パーツ得て， 1,029パーツ購入費用に当てたこ

とになり， 1.343パーツの収入を得ている。

サンプル農家による馬と豚の7年間の究資

頭数とそれらの倒格を表12に示している。

• 1パーツ与10円

ーもo-



言受 11 7.1<4，牛の飯禿，購入iiJi数の変化とそれらの箔絡

J 9 77 J 9 7 8 I 9 7 9 1980 I 98 I 1982 

水牛 依光首長数 9 1 3 21 J 9 1 0 l 2 

.iJ1.均ftlli｛ち（パー問ツ：4） 3, 34 4 3香 4l 5 4,529 4, 7 6 3 5,050 6,433 

購入頭数 3 ？ J 4 9 5 1 J 

平均｛阪絡（パーツ） 7, 3 3 3 5,329 4, 2 3 1 5, 3 0 0 5, 3 2 0 4, 7 82 

tド 販売E員数 1 5 2 I 0 J 3 J I 5 

平均錫絡（パーツ） 4,067 3. 2 5 0 3, 4 3 0 3, 7 3 8 4, 3 00 5, 3 3 3 

購入額数 2 4 9 2 4 

平均価絡（パーツ〉 4, 6 0 0 5. I 1 8 2. 5 2 2 3, 5 0 0 6, 0 0 0 5, IO 0 

援］パーツ士 J0河

表 12 5完， Z享の阪~'cl詩人頭数とそれらの｛資格

1977 I 9 7 8 

.m 阪ftii員数 2 1 4 

隣人E員数 2 

（予平告1均Zの綴平絡均ノ〈ーツ） 9, 667 l 3, 500 

~ 販売E員数 4 8 

平均価絡（パーツ） 2. 250 l. 825 

隣人5員数 4 8 

平均｛邸格（パーツ） 500 663 

D D村の馬蹄鳶の包的は子m，~主1蛮とその販

売であるので隣人頭数に比較して奴究頭数が

多いのは当然であるが，販売数は1978.iV-より

年々減少の傾向にある。馬はすべて競争馬で

あるが，従来，競.ui，立退2関の割合でコンケ

ン市で開催されていたが， 19831!=-llf.lでは週

1回に減少しており．そのために尽の頭数が

減少している。馬の平均販売価格は14,600

パーツ，王子均購入iilli格は17,605パーツであり，

水やや牛の 3～ 41告に速する。

中には26,000～ 31.000ノ〈ーツの値段になる

子馬もいる。水牛，牛と兵なり， um当たり

種付け料や購入錦科技が約500パーツ程必要

であるが，鳥飼脊による収入i立大きし 1 i手

IHJ. 1佼11＼＇当たり約 8,000パーツの所得になっ

ている。

サンプル農家のデータからみれば， Z主的育

部数lままU2に示されているように近年念、に増

1979 1980 J 9 8 I 1982 1983 

6 8 5 2 。 。 0 

l 8, 85 7 20, 250 38, 500 J 7, 600 J 9, 000 

4 6 26 20 JO 

2, 000 2, 217 2. 36宮 2. 672 2. 348 

4 9 27 22 27 

375 844 663 864 1. 115 

加している。豚的背ti家li!!-{il' 1年Ill｝さきたり

では豚版売によって6,000パーツを得るが，子

E玄関入賞，飼料費が大体3,000パーツ程必袈な

ので，それを廷し引くと3,000パーツの収入に

なる。。 D村の 1i!1: {Ifの王手 i回収入が

26,000～30,000パーツであることを考えると

家資販売による現金収入は農家経済に大きく

究献していることになる。

各家官邸義民家の特徴を見るとまミ13のよう

になり，尽を飼育している農家の世帯主の年

齢が最もおく，家族数，収入，水沼砲す｛が多

くなっているが，これは村のやでは最も笠か

な規模の大きな民家がm，を飼育しているとい

うことを示している。 Eまを飼育している民家

のi!J:~ll'主めまF鈴はf誌も若く，家紋数も少なし

また水留所有面積は小さく， l足iおJVHま｝良外収

入を求めて外で働いているが，正予知｝所得は鳥

飼育，主家と並んて世も多くなっている。 E主的

ーもI-



重量 13 各家畜飼書室長室芸去の特徴

家 苔 飼

水 t争 牛

p 数 42 J 8 

世帯主の年齢 4 9. 3 5 o. 5 

家 族 数 5. 5 5.9 

72従閑事却｝すIC.Iiる2外都合の仕｛勉事 28. 6 27. 7 

収入（1980liE，パーツ） 2 6, 0 0 0 2 9, 0 0 0 

水田所有面積｛ライ） 1 7. 3 J 5. 3 

水田銚作荷主Hライ） 1 9. 1 1 7. 7 

育民家l立水田耕作よりも現金奴入を求めて活

発に働いている者い庖に多いと蓄えるであろ

う。水牛飼育農家は典型的なタイ東北部の良

民の姿をうっし出しているのであろうが， i!t

~rlf主の年齢，家族数，水田所有関税も中目！？な

所をしめており，収入は各稜家畜昭義農家の

中では最も少くなっている。 tゃを？餌育してい

る農家lま水牛飼育農家と類似しているが，前

者はf走者より水留保有面積がやや少なし年

flllの収入が多くなっている。牛，烏， Eまを錦

Tぎしている農家の場合，ただ1種類の家畜の

みを飼脊しているケースは殆んどなく， 2

～ 3極類の家百を偶育しているので表の中に

示されている項目J]ljの差は大きくはないが，

家畜別の飼育政家の特徴はかなり明らかに出

ているし，今後その傾向はさらに強くなると

考・えられる。

7. おわりに

沖積平野の上にある稲作とは鈴なり，コー

ラート高原上にある東北タイでは土壌の肥沃

度が小さし汚水をとるための河川iは少なし

雨量も稲作を行う上では限界的である。した

がって東北タイの稲作は不安定，低収最，粗

放であるということを余儀なくされている。

京大東南アジア研究センターの福井氏は， D

D村では，家族労働の1ltす限りの土地を初作

しでも低収量と不安定住によって恒常的な余

剰生産を生み出すことはできないとしてい

-6?.-

~ 立i 家

，官5 Eま
金 村

J 1 1 0 78 

5 3.1 4 4. 1 4 4. 7 

6.3 5. 1 5. 1 

J 8. 2 5 0. 0 

30,000 3 0, 0 0 0 2 9, 0 0 0 

2 1. 9 1 2. 8 I 2. 8 

2 5.8 13. 0 13. 5 

る。また，換金作物としてケナフ，キャッサ

パ．とうがらしなどがつくられているが，こ

れらも価格の変動が激しし安定した収入を

得られるものではない。 1&jfilも現在の農民の

生活の上ではある程度の現金収入を得る手段

として，あるいは水止やめように武重な労カ源

として有効に働いているが，東北タイの人々

の生活を盟かにする支注にはなり得ていな

し、。

家7む飼養形態iま農民の生活様式の変｛じとと

もに変ってきている。タイ東北部への商品経

済の流入にともなって，水牛， tド飼養i立子百

生産とその奴売に重点を移していることや肥

育養豚の増加などはそのf§~であるが，さらに

進めば東北タイは水牛や牛の子資生産の大規

地となり，中央タイなどにこれらの子音が肥

育のために供給されることになるかもしれな

い。あるいはキャッサノ大 トウモロコシの生

産地帯である東北タイで，これらの穀類をそ

のままの形で海外に輸出するのではなしこ

の地域で牛，水牛，豚の肥育を行ない，肉の

大供給基地になることも考えられる。

このように今後，中には夜l韮に霊点をおい

た股家も現われるかもしれないが，大部分の

Jll家は米，野菜，畑作物をつくりながら家畜

を間接する複合J;U誌を営みつづけることにな

るであろう。その中て・苔1蛮の規模を少しづっ

拡大して苔カや紙肥供給を過して畜産が稲

作，畑作，野菜作の安定した生産に結びっく



とともに主要な現金収入淑の lつとなって，

タイの人々の生活に寄与できることを願って

いる。
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